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要旨 ： 本研究で は ，筆者 らが既 に提案 し た鉄筋 コ ン ク リ
ー ト L 字型柱梁接合部 の 解析方法

を用 い て既往の 研 究 の 実験デ
ー

タ との 終局強 度及び 破壊 モ
ー

ドと の 比 較 ・検討を行 う。 解

析は ，主筋量，せ ん 断補強量 ， 配 筋詳 細 ， 主筋 の 定着位 置な どを変動 因子 とした 51 体 の

試 験体を 対象 とし た 。 定着破壊 を除 い た実験 と解析の 耐力比 は正 側 で 1．01 及 び負側 で

1．03 とな っ た 。 本 モ デ ル で の 破壊 モ
ー

ドの 判 定基 準や J モ
ー

ドと B モ
ー

ドの 強 度 の 比 の 値

（MJ ／MB ）は ，設 計時 に接合部 へ の 損傷 の 集 中を 制御す る た め の 目安 と し て 有効 で あ る。
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ー
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1．　 は じめに

　鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト骨組 の L 字形柱 梁 接合部 の

補強方法に は多様 の 配筋方法が あ り，その 配筋

方法が接合部せ ん断 強度に影響 を与 え る こ と，

また ，開 く場合 （以 下 opening ） と閉 じる場 合

（以下 closing ）に強度が異な る こ とは古 くか ら

知 られ て い る 1）
。

し か し 日本建築学会 の 「鉄 筋

コ ン ク リー ト造建 物の 靭性保 証形耐震設 計指

針 ・同解説 2）」 で は ，L 字形柱梁接合 部 の せ ん

断強度 を
一

律に 十字形柱梁接合部 の 40％ と規

定 して お り，現行 の 設計 法 に は合理化の 余地 が

大き い 。

　そ こ で 筆者 らは，十字型柱梁接合部に対 し て

4 重 曲げ機構に よる強度 と破壊 モ
ー

ドの 推 定の

た め の理論 を提案 し 3｝，さらに こ れ を L 字型柱

梁接合部 に適用 して ， （1）接合部の コ ン ク リ
ー

トの 圧 壊 ， （2）主筋 の 引張 り降伏 ， お よび 、 （3）

主筋 の 定着破壊 を考慮す るせ ん 断破壊 の 理論 を

提案 し た 4・5）
。 本報告 で は ，主筋量，せ ん 断補強

量 ， 配 筋詳細 ， 主 筋の 定着位 置な どを変動因子

と した既往の 研 究に よ る 51 体 の 試 験体を対象

と し て ，そ の 理 論 を適用す る 。 ま た ，終局 強度

や破壊 モ
ー

ドを比 較検討 し，そ の 妥 当性 を検討

す る。

2． L 字型柱 ・梁接合部の せ ん 断抵抗機構

　著者 らは 1 字形柱 ・梁接合部 にお い て も十 字

形柱 ・梁接合部 と同様 に，柱（も しくは 梁）の 端

部の 危険断面 の 曲 げ抵抗機構 を表す B モ
ー

ドと，

接合部 対角線 にお ける 4 組 の 危 険断面 が 重合 し

た 曲げ抵抗機構 （四重曲げ抵抗機構） を表す J

モ
ー

ドが あ る こ とを指摘 した 4・5）（図
一1）。

　 　膨

梁 （ま た は 柱 ）端部 の 損 傷 　　　　 接 合部 の 損傷

　 　 　 　 　（a ） 閉 じる 方 向の 変形 と応力

梁 （ま たは柱 ）端部 の 損傷 　　　　 接 合部 の 損 傷

　 　 　 　 　 （b＞　 開 く方 向の 変 形 と応 力

　図一1　 L字形 接合部の 二 つ の 変形機構

＊ 1東京大学大学院工 学系研究科

＊2 東京 大学大学院 工 学系研究科

＊3 東京大学大学院工 学系研究科

博士課程 　　（正会員）

助手　修士 　（正 会 員）

助教授　博士 （正 会員）
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図
一3B モ ー ドの 力 の 釣 り合い

4）

紙面 の 都合上そ の 詳細に つ い て説 明す る こ とは

で きな い が ，そ の概 略を以 下に 文献 4・5）か ら紹介

す る 。 解析 の 対象は ， 柱せ い と梁せ い が等 しい

L 字型柱梁接合部 で あ る 。 図
一2 の よ うな柱梁

接 合部内 の J モ
ー ドの 危険断面 を横切 る 主筋及

び コ ン ク リー トの 圧 縮応力の 大 きさを変数 とお

い て ，危険断面 で 分割 され た それ ぞれ の フ リー

ボデ ィ
ー

で成 立す る力 の 釣 り合 い を考慮すれば，

opening 側 で は 5 つ の 独 立 な釣 り合 い 式 が ，

closing 側で も別 の 5 つ の 独立 な釣 り合 い 方程

式が 導かれ る 。 図
一3 の よ うな梁も しくは柱端

部 に あ る B モ
ー

ドの 危険断 面 を横切 る主筋お よ

び コ ン ク リー トの 大 きさを変数 と置 けば，危険

断面で の 軸力の 釣 り合い 式 が導 かれ る 。 J モ
ー

ドの 強度は ， 釣 り合 い 条件に加 え て ，
コ ン ク リ

ー
トの ス トレ ス ブ ロ ッ ク の 圧縮応力が ，

コ ン ク

リ
ー

トの 圧 縮強度 か ら定 まる上限値 σ 。 （こ こ で

は圧 縮強度 の 85％ とす る）に 達 し て お り ， 主筋

の 応 力 が 降伏 強度以 下 で あ り
， 主筋定着端 の 応

力が定 着強度内 で あ る と い う制約条件 の 下で の

極大値 と して 求め られ る 。 B モ ー ドの 強度は ，

J モ
ー ドの 強度に 達 した時 の 主 筋の 応力 と梁端

部 の コ ン ク リ
ー

トの ス トレ ス ブ ロ ッ ク の コ ン ク

リ
ー

トの 圧 縮応力が 一定値 （こ こ で は ，圧縮強

度の 85％）とな る 条件か ら求 め られ る。釣 り合

い 方程 式は ，二 次の 連立方程式 とな る の で 数値

解 と し て算出 しなけれ ばな らない 。算出方法に

つ い て は文 献 4・5）に詳 し く示 し て い る 。

3．既 往の 実験 の 終局強 度及 び破 壊モ ー ドの 比

較 ・検討

3．1 破壊モ ー ドの 推定

　本論文 で は L 宇型柱 梁接合部の破壊 モ
ー

ドを

（1）梁も し くは 柱 の 曲げ降伏形破壊 （以 下 B 破壊

モ
ー

ド），（2）梁 もしくは柱の 曲 げ降伏後接合部

せ ん断破壊 （以下 BJ 破壊 モ
ー

ド），（3）コ ン ク リ

ー
ト圧 縮 及び 引張 りに よ る接 合部せ ん 断破壊

（以下 J破壊 モ
ー

ド），（4）主筋の 抜 け出 し に よ る

定着破壊 （以下 T破壊 モ
ー

ド）に 4 つ に分類す る 、

これ に対 し て 2節 で 紹介 し た 文献 4）の 方法 を用

い て ，実験 で観察 された破壊モ ー
ドと解析に よ

る破壊モ
ー

ドを推定す る 。 理 論で は，接合部が

強度に達す る時に支配 的とな る変形 モ ー ドを ， J

モ
ー ドと B モ ー ドの 強度の 大小 関係 か ら求め る

もの と し て い る。こ れが どの よ うに 求め られ る

か を示 す た め に既往の 文献 （5，6，7，8）に 報告

され て い る 4 体 の 試験体に つ い て J モ
ー

ドと B
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モ
ー

ドの 強 度 を計算 し，図
一4 に示 した。図

一4

の 縦軸は ，接合部せ ん 断応力度 τ を コ ン ク リ
ー

ト圧 縮強度 σ B に対す る割 合で 示 し て い る 。 横

軸は Dt σ
。 （D 接 合部せ い

，
　 t：接合部幅 ，

σ c
：コ ン

ク リー ト圧 縮強度）で 基準化 し た無 次 元数 で 表

した引 っ 張 り鉄筋 の 応力を示 して い る。J モ
ー

ドと B モ
ー ドの 強度は ，部材端部に おける引 っ

張 り主筋 の 応力 の 関数 と して 表す こ とが で き る 。

こ こ に ， 接合部せ ん断応 力度は ， closing 側 で は

式 （1）で ，opening 側で は式 （2）でそれ ぞれ

定義 され る値で ある。こ こ で ，L は 接合部の 反

曲点まで の 距離 で ある。

t− ・

舞〔
乙

ヂ〕

去畸 〔
L 一

デ
’2 − 1〕

（1）

（2）

　 図
一4 （a）は ，B モ

ー
ドで 破壊 した と報告 され

て い る試験体 L345−30−3 （文献 6）を示 して い る。

こ の 試験体の 場合，引張 り主筋の 降伏に よ っ て

決 ま る T3の 上 限値は （0．064） で あ り， こ の 時

B モ
ー ドの 強度は J モ ー ドの 強度 よ り小 さく

（O．104）と計算 され る。
一

方接合部の 強度 の 実

験値 は ， （o．　109）で あ る 。 図
一4（b）は ， BJ モ

ー

ド破壊 した と報告 され て い る試験体　L−8（文献

7）を示 して い る。こ の 試験体で は，引張 り主筋

の 降伏 によ っ て 決 ま る T3の 上限値 は （O．　108）

で あ り，
B モ

ー
ドの 強度 と J モ

ー
ドの 強 度は ほ

ぼ 等 し い 。計算 され る強度 は （0．143） で あ り ，

実験値 は （0．140） で ある。B モ
ー ドの 強度 と J

モ
ー ドの 強度の 差は 小 さい の で 梁が 曲 げ強度に

達 して 降伏 す る と同時に接合部せ ん断変形 も増

大する もの と考え られる。図一4（c）は ，J モ
ー

ド破壊 した と報告 され て い る試験体 L−BH2 （文

献 8）を示 して い る 。 こ の 試験体の 場合 の 引張

り主 筋 の 降 伏 に よ っ て 決 ま る T3 の 上 限値 は

（0．153）で あ り，引 っ 張 り主筋が 降伏す る時に

は既 に ， J モ
ー

ドと B モ
ー

ドの 強度 は逆転 し て
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図
一4 実験及び解析破壊モ ー ドとの関係

い る、こ の こ とか ら，こ の 場合には ，主筋 は引

張 り降伏す る もの の
， 接合部 の 発揮す る強度は

部材の 曲げ降伏で 決ま る強度を下回 り，し か も

接合部せ ん 断変形が増大 し て 接合部せ ん断破壊
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に なる も の と考え られ る 。 実験値は （0．167）で

あ り，計算値 （0．190 ＞と対応 し て い る。図
一4（d）

は ， 定 着破 壊 し た と報 告 され て い る 試験 体

L−180−L （文献 9）を示 して い る 。 鉄筋が 引張 り

降伏す る点 で の 接合部強度の 予測値 は （0，240）

とな るが ，実験値は （O．153）と小 さ く ， 対応が

悪い 。よ っ て 引張鉄筋の 降伏 前に ， 定着破壊 に

よ る鉄筋抜け出 しが進 行 して ， J モ
ー ド の 変形

が加 速 され ， 接合部せ ん断変形の 増大 も起 こ っ

た もの と考え られる 。 よ っ て ， 定 着破壊時 の 接

合部強度 を推定す るには ， 鉄 筋の 定着部分 の 存

在応力 丁4 と定着強度を比較すれ ばよ い 。ただ し，

定 着強度を推定す る 良い 評価式が な い の で ，実

際 に適用する こ とは 現状で は難 しい 。

3．2 終局強度及び破壊モ
ー ドの比較 ・検討

　 3，1 節 に 述 べ た B モ
ー

ドと J モ
ー ドの 強 度 を

比較す る方法を表一 1 に 示 した 51 体の 試験体

　（文献 6 か ら 14 ま で ）に適用 して ， 強度 と破壊

モ
ー

ドの 推定精度に つ い て検討す る。 選 定試 験

体の 接 合部形状 は 正 方形 （梁せ い ／柱 せ い 二 D に

限定す る。 また ， 対称 性 に よ り理 論を導い た の

で ， 接合部内の 横補強筋は 柱 中段筋を含 め
， 縦

横の 平均値 を採用す る 。 表
一 1 に示 され て い る

観察 され た破壊 モ
ー

ドは ，文献の 記述 に基づ い

て 次 の よ うに 定 め た。主筋に 主筋 の 降伏に 関す

る 情報が記述 され な い で接合部破壊 し た もの は

J破壊，梁 （または 柱）が 曲 げ降伏 した とす る も

の は B 破壊，梁 （また柱 ） 主筋が降伏 し たが接

合部破壊 した とされ る もの は BJ 破壊 ， 主筋の

抜け 出 しに よ る耐力低下及び 定着破壊 と報 告 さ

れて い る もの は T 破壊 と判断 した 。 記 述が な い

場合には ，破壊状況 と荷重変形関係 か ら総合的

に判断 し定めた 。

　 表 一1 に計算値 とモ デ ル か ら推定 し た破壊 モ

ー
ドを記 し た 。 表中の せ ん 断 強 度は ， 靭性 保証

型指針
Z）

の 接合部 の せ ん 断強度 Vi
、、
か ら求めた

もの で ， L 字型柱梁接合部で は Vj
，，
が T3 と等 し

い こ とを利用 し て 求めた接合部せ ん 断強度時 の

節点 モ
ーメ ン トで あ る 。 ま た，表 中の 曲げ強度

は ，柱 と梁に つ い て 曲げ耐力略算式 （3），（4）を利

用 し て節点モ ーメ ン トを求 め ， そ の 低 い 方を と

っ た もの で あ る 。

M
．

一α8・
，
・ψ ＋ 0・5渺 （1− N ！bda

．）（N ＞ 0） （3）

M ＝ 0．8α σ D ＋ 0．4Aの
　 陛　　　　　　 t　 y

（N 〈0）　 （4）

こ こ に ，at ： 引張鉄 筋 断面積 ，
σ

ア
： 引張鉄 筋の

降伏 点 ， 、D ：柱 の せ い ，　 b ： 柱 の 幅 ，
σ c ： コ ン

ク リ
ー

トの 設計基準強度 ，
N ： 実験 で 得 られた

柱 また 梁の せ ん 断 力で あ る。

　靭性保 証 型指 針
2）

で 求め られ る接合部せ ん断

強度時 の 強 度は ，全般に 実験値 に対 し て バ ラ ツ

キが大 き い 。T 破壊 した もの を除 い た と し て も，

BJ破壊や J破壊 の 試験体 の 実験値 を大きく下回

っ て い る も の が 多い 。
一

方，柱 もし くは梁 の 曲

げ耐力か ら求め られ る強度は ， 概ね計算結果 と

近 くな っ た 。 実 験 と計 算 の 耐 力 比 の 平均値 は

closing 側
・
opening 側で それぞれ 1．　07

，
1，04

とな っ た 、

　本報告に よ る理 論
4・5）で 得 られ た 計算値は ， 定

着破壊 を除い た 試験体の 計算値 と実験値 の 比 の

平均値 は ，closing 側 ，
opening 倶llで そ れ ぞ れ

1．01 及 び LO3 とな りよ り良い 対応 を示 した 。

次に 表一 1 に示 した J モ
ー

ドの 強度 と B モ ー ド

の 強度の 比 （Mj／Mb ）と本理 論 に よ る解析値 との

関係 を図
一5 に 示 し ，妬ノMb 比 に よ り破壊 モ

ー
ド

が 判別で きるか ど うか を検討す る。

　 clQsing 側 で は ，全て の B 破壊 の 実験体 は

（MjfMb）＞1．07 を満足 し て お り，（M ！Mb ）が LO7

以上 あれば接合部せ ん断破壊 を防止 す る こ とが

で きる と考え られ る 。 opening 側で は，2 体 を除

い た全て の B 破壊の 実験体が （M」
／Mb）＞1．0 を満

足 してお り，（Mj！Mb ）が LO 以上 程度 あれ ば接合

部せ ん 断破壊 を防止する こ とが で き る と考 え ら

れ る。closing 側 で は （Mj！Mb ）〈1．0 の 場合 に 1

体 を 除 き ， す べ て J 破壊 とな っ て い る が ，

opening は （My／Mb ＞〈LO の 試験体の 中に B破壊が

多数含 まれ て お り，opening 側 の破壊 モ
ー ドの
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表一1 実験 と解析結果の比較

文献 実験体 せ ん断強 度 掌
閉じる方向（。 1。 5ing） 開く方向（叩 enin 巳）

曲 げ強度＊ 解 析＊ 実験 串 実／解＊

破壊モ
ー

ド

実（解）＊＊
1

曲 げ 強度ホ 解析ホ 実 験ホ 実／解 串

破壊 モ
ー

ド

実 （解）ホ率

［8｝ L−BH1 1190912482482020 ．81J （J）Oo ．841891541450 ．94J （J）O
L−BH2 1190 ．912512482180 ．88 」（J）O0 ．841891541440 ．93J （J）O
L−BU 1190 ，982622722851 ．D4J （J）O α961851721 ア10 ．99J （J）O
L−BP 1190 ．9B262272221O ．81 τ（」＞O0 ．96184 η 21811 ．05 」（J）O
L−PP 1390 ．982622722791 ．03J （J）OD ．96 η 91722141 ．24J （J）O

［10］ Mazzon ｝1 540 ．951161221050 ．86 」（J）△ 0．869285550 ．64T （J＞△

Mazzoni　2 54 1、OQ11613Q1060 ．82 」（BJ）△ 0、96919461o ．65T （」）△

Mnzzoni 　r 61 1．051201311321 ．01B （B）△ o．96
、．．

癬難難 114a1 、02B （J）△

［11〕 LP15 −1 710 ．991351451250 ．86J （J）△ 0．B910598890 ．90B （J）O
LP15−2 710 、991341451150 ．80J （J）△ 0、8910598890 ．91B （J）O
LP15−3 フ10 ．991341451180 ．82J （J）△ 0．8910598880 ．90B （J）O
LPτ6−1 850 ．99137145136o ．94J （J）△ 0．89104981001 ．02B （J）O

LP18−2 85 1．02114122117o ．96J （B）△ 0、918684830 ．98B （J＞O
LP18 −3 85 1．0210812275o ．61T （B）OD 、918584901 ．07B （J＞Q
LPl6−4 750 、961781801851 ．03J （J）O0 ．851351231261 ．03B （J）O
LP20−5 77 1．121091161221 ．05B （B｝Q1 ．088083 丁90 ．958 （B）Q

［12］ Kn6eJ1 30 1．02384241o ．978   △ 0903333331 、02J （J）△

Knoe　J2 30 1、023842400 ．96B （B｝△ 0903333341 ．04J （J）△

Knee　J3 35 1．12465149O ．96B （B）△ tO44043410 ，95BJ （B）△

Kneo　J4 35 1，10465148o ．94B （B）△ 1，172629311 ．07E （B）△

Kno3　J6 35 1．124550511 ．01B （B）△ 1、07 宦i黼
．・
犠…飜 ・．奪．：

’
謙 34a0 ．85B （B ＞△

Kme 　J7 46 1．057381730 、89B   △ o、9464666D0 ．92J （Jl△

Kn   J9 39 1．05465247o ．92B （B）△ o．94 羅無 丐．．．「1．譁灘
中　蔦守L蕊手　．
鈷
．
　 蕘 34ao ．87J （の△

K 冊 oJIO 39 1，04465250 、 O．98B （巳）△ o．94 鑼羈
．．．亠萋1

．
羅

諺・鞭．　 i宅
．35aO 、91B （J）△

Kn εoJ14 34 1．134651551 ．098 （B ）△ 1．08 欝黷鶴 灘

．蠶織 畿 37ao ．92J （B冫△

［7］ L−1 1721 ．161621592131 ．34B （8）O1 ．08921021281 ．26B （B）O
L−2 2071 ．251881go2341 ．23B （日）o1 ．221101171461 ．25B （B）O
レ 3 1011 ．171061091251 ，15B   O1 ．116569781 ．13B （B ）O
し
一4 1721 ．301521622131 ．318   QL3193981271 ．30B （B）o

L−5 1781 ．161581591951 ．23B （B）o1 、08921021281 ．2δ B（B＞o

L−6 1781 ．1616 量 159209132B （B）O1 ρ 893 穿021251 ．23B （帥O
L−7 1721 、161611592091 ．328 （B）Q 書ρ89210213Q1 ．28B （帥0
L−8 2071 、003793943880 ．98BJ （BJ）O0 ．852542322331 ．00BJ 〔J）O

レ 9 2071 ．073874004221 、05BJ （B）O0 、952482542661 ．05BJ （のO
L−10 1721 ．D4383399408 亅ρ2BJ （B）O0 ．932512492531 、01BJ （J＞0
L−11 1721 ．043833994071 ．02BJ   O0 ．932502492561 ．03BJ （のO

［13］ L−1 42 0．997582680 ．84BJ （J）O0 ．885955480 ．86BJ （J）△

L−2 42 o．99738253o ．65T （J）O0 ．886055440 ．79BJ （J｝△
し
一3 42 0．997682 η o．958J （J）◎ 0、885855571 ．03BJ （」》△

L−4 42 1、027385490 ，58T （8）O0 ．88585557 量．02 臼J（」）△

L−5 42 1．027385520 ．61T （副 O0 ．79i 鑞
．
獵 纏…戀腸」　　　　　　　　　　　　．」」

．．．梛．
　葦 70a092 日J（」）△

L−6 42 1．0278858 ア 1．03 日J（巳）O0 ．72 塾．、　　 櫑 ．」昏．　 　 ．謫　　　　弧」78a0 ．858J （J）△

［6］ L345−30−31221 ．291571711801 ．058 （B＞O1 ．5397921171 ．27B （B ）○

L345−30−3w1221 ．2415 ア 1681801 ．07B （B）O1389695120126B （帥 O
し345−6σ一41641 ．242092242471 ．10B （B）o1 ．36 ！27 量261641 ．30B （B）O
L490 −60−3 1641242112282331 ．02B （B）O1 ．34132129156121B （帥 O

〔9】 L−180−S 300 ．89707133o ．娼 T（J）OO ．866251300 ．58T （J）O
L−，80−L 300 、8972 ア146o ．64T （」）Oo ．86625 鳳 290 ．58T （J）O

LP −180 −S 300 、897071330 ，46T （J）O0 ．866251260 ．50T （J）O

L−90−S 300 ．89707131O ．43T （J）Oo 、86625122 α43T （J）O

［14］ OT36B −T 1511 ．032422641940 ．738   O0 ．851791581450 ．92B （J）O

覊　慧ま内側 に 30度 及 び 45 度 斜 め筋 が配 置 して おり．斜め 筋 の 主 筋 1 を加算 して計算 したもので ある。
　　　　　は J モ

ー
ド及 び B モ

ー
ドの 接合 部接点 まで の モ

ー
メン トで あり．剛 ／Mb は J モ

ー
ド強 度及び B モ

ー
ド強度 の 比率 で ある。

＊ せ ん 断 強 度，曲 げ強 度，解 析，実験 は 全て接 合 部接 点まで のモ ーメン トで あり，単 位 は kN’m で ある。
＃ o は実 駿 者の 判 断モ

ー
ドに 従い ，△ は 蹟文 の 表記 及 び 履歴 ル

ー
プに 従い 筆者 が判 断 した もの で ある。

判別は closing 側 よ り複雑 な因子 が影響 し て い

ると予想 され る 。 設 計で は ，別途 定着破壊 が 防

止 され て い る も の と し て ，安全側 を考えれ ば ，

closing 側及 び opening 側を Mj！Mb を 1．1 程度

以上 とな る よ うにすれば ，接合部破壊 は防 ぐこ

と が で きる と判断 で き る。図
一6 に既往 の 設計
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」
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　　　　（a ）閉 じ る方向（正 側）

OO 　O．2　0，4　0，6　0，巳　10 　12 　1，4　1，6　1．8　2，0

　　　　　　　　　　MJ ／Mb

　　　　 （b）開 く方向（負側）

図一5 終局耐力の 実験値 と計算値

ん 断強度の 比 の 大きさと破壊モ ー ドの 対応 は明

瞭で は な い 。 従 っ て ， 明 らか に本理 論は現行 の

設計法 に比 べ て は るか に合理的 である。

5．結論

既往 の 十字型柱梁接合部 の せ ん 断破壊 の た め

に 提 案され た理 論 を L 宇形 柱梁接合部に適用 し

て ， L 字形柱 梁接合部 の 終局強度 と破壊 モ
ー

ド

の 推定を試 み そ の 結果，次の 結論が得 られ た 。

十字型柱梁接合部 に適用 された理 論は ， L 字型

接合部に も適用が 可能で あ り，普遍性 を有する

合理 的な も の で あ る。L 字型柱 梁接合部 で は 定

着破壊が起 こ らない 場合に は，提案 され た J モ

一
ドと B モ

ー
ドの 比 を制限す る こ とに よ り，接

合部 の せ ん断破壊 を防止 す る こ とがで き る。そ

の た め に は 閉 じ る 方 向 と開 く 方 向 で の 比

（Mj／Malを L1 以上 とするの が
一

つ の 目安 となる。

（
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図一6 曲 げ強度 とせ ん断強度の計算値

式 （曲げ強度
2＞，せ ん断強度

2）
）の 計算値 と実験

値 との 関係 を示 すが ，強度は安全側 に評価で き

るも の の バ ラ ツキ が大き くまた，曲げ強度 とせ

参考文献
1〕　 B．Ma了fleld，　Fung −Knew　Keng，　Alann 　Bennlson ，　J．　C　D．　wiston

　 Daワ 1ces 　
」
Cerner 　JG］nt 　Detalls 　l減　SしrtiCtural 　Li臼htve【ght

　 Concrete，　ACI　journa】　Proc　，　May　197Lpp ．366−372
2）　 口本建築学 会 ： 鉄筋 コ ン ク リート造建物 の 靭 性保 証 形 耐 震設 計 指

　 針 ・同解 説，1999
3）　　Hitoshi　Shiehara　； ANevr　Model　for　Sear　Fallure　ofR ／C　Interlor

　 Beem−Col凵 mn 　Connectlons，　Journal　of 　Structural　Engl冂eerin 琶，
　 ASCE，　Vol，　t27、No．2，　Feb，20σ1，　pp，152一置60
4）　辛勇 雨外 1 名 ，鉄筋 コ ン ク リートi、字 形柱 梁壕合部の せ ん 断 終局

　 強度 の 解析，囗本 建築学会大会学術 講演梗概集，2003 年 pp 　465〜
　 PP．46S
5）　 辛 勇雨外 1名 ；鉄筋 コ ン ク リートL字 形柱 梁接 合部の せ ん 断 終局

　 強度 の解 析，構造工 学 論文 集 Vol、50B（2004年 4 月），pp、87−96
6） 井上 寿也 外 2名 ：機 械式定着 工 法に よる 曲げ降伏 先行 型 ・L 形 及 び

　 T 形 RC造部 分 架構の 終 局 耐 力 と変形 性能，コ ン ク リート工学 tE次

　 論 文報告 集，第 25券 2 号，pp 　 494〜504，2003
7）　中村

一
彦 外 3名 ：円形 定着版に よ り機 械式定着 され た L形 接合 部

　　に 関す る実験的研 究 ，コ ン ク リ
ー

ト工 学年次 論 文 報 告 集，第 25券

　 2 号 ，　pp．925〜930，　2003
B）　田畑 卓外 1名 ；RC造 ト・T・L形 柱 梁接合 部 の せ ん 断 及 び 定 着性状，
　　コ ン ク リート工 学年 次 論 文 報告集，第 23券 3号 ，pp 　 373〜378，
　 200且

9）　 岡 野裕 也外 2名 ：RC造 L 字形 柱梁接合部 の破 壊性 状 と補 強 効 果 の

　 　関す る 実験的研 究，コ ン ク リート⊥ 学年次論文 報 告集．第 25券 2

　　号卩pp、475〜480，2003
1e｝　Mazzoni，　S．　et 　a1 ．（1991），　Cyellc　response 　of 　RC　beam−ce ］umn

　 knee　jolnts　 test 　and 　retrQf 】ら　Report　No．　UCB／EERC−91／14，　EERC
　 and 　Dept，　of 　Clvll　Engineertng，　Berkeley，　Callfornia，　且8pp．
11） 青 田 晃 治外 3名 ：最．ヒ階柱梁 接合部 に お け るプ レ

ート定着 工法 に

　 関す る研 究 ，コ ン ク リート工 学年 次論文 報告 集，第 23券 3 号，
　 PP 　39且〜396，　2001
12）　LesLle　M．　Megget　　Th冒　Selsmic 　Behavior　of 　Small　RelnfDrced

　 Concrete　Beam−Co亅umn 　Knee　Joints，　Bu11已 tin　of 　the 　Newzealand

　 nattonal 　seclety 　for 　earthquake 　englneerlng ，　Vol 　31，　No、4，
　 Deeember ．1998，pp．215〜245
且3〕 崔建宇外 3 名　建物最上階に お ける L 字形接合部の 耐力機構モ デ

　 ル ，日本建築学会構 造系論文 集　第 567 号，2eo3年 5月，pp
　 lel−109
14） 中澤春生外 2名 ： 主筋を機 械式 定着 した鉄 筋 コ ン ク リ

ート造柱 粱

　 接合部の 構造性能に 関す る実験，コ ン ク リートエ 学年次論 文報告

　 集，　第 24 券2 号 r 　pp　 847〜852冒　2002

一 498 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


